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南比都佐幼稚園

西大路幼稚園

日野町内の幼稚園や小・中学校での子どもたちの
様子や特色ある取り組みの内容を紹介していきます。

小規模だからできることを大切にしています。
『異年齢児・他園・小学校・地域との交流活動』
『子ども達の心に響く身になる体験』
『一人ひとりのよさを生かした成長の推進』

【園教育目標】
豊かな心をもち　生き生きと生活する幼児の育成

【園教育目標】

遊びいっぱい・笑顔いっぱい
学びいっぱい!

☆おおきな　ししん　自分で考えて、最後まで頑張る事ができる子ども
　　　　　　　　　　　 自分のことが大好きで、様々な形で思いを表現できる子ども

西大路幼稚園ならではの
ダイナミックな雪あそび！

グリム冒険の森にて

☆にこにこ　明るく元気に遊び、人に優しく思いやりのある子ども
☆しっかり　人の話に耳を傾け、あいさつ・返事がしっかりできる子ども
　　　　　　　規則正しい生活リズムで心身共に健康で、しっかり課題に取り組む子ども

心通い合う人とのかかわり 心に響く体験の積み重ね 遊びや活動を通しての総合的な学び

　4・5歳児での異年齢交流や小学生
との交流、また他園児との交流や地
域の方との交流の中で、自分の思い
や考えと違うものに触れたり、自己
肯定感を高めたり、相手の気持ちに
気付き相手の立場で物事を考えたり
して、人とのコミュニケーションのと
り方を経験を通して学んでいます。

　近くの山や丘にみんなでお出かけ。たくさん歩いて一杯いい
空気を吸って、大きな声でおしゃべりして満足の時間です。ザ
リガニ、ドジョウ、メダカなどたくさん捕まえて飼っています。

　子ども達が体験する
中で感じ、知り得たこ
とが就学後の学習に
つながります。幼児期
に多くの心に響く体験
を積み重ね、教科書に書かれている
ことと幼稚園での体験を絡み合わせ
て、理解を深めていきます。

　子ども達の生活や遊びはつながり、一つひと
つの経験が様々な場面で生きてきます。一人ひ
とりの得意な部分や苦手な部分をしっかり見極
め、適切な援助に努めることで、子ども達の心
と体の成長につなげていきたいと考えています。
　今年度の園児数は、4歳児16名、5歳児14名、
計30名です。日野小学校区からも、各学年4名
ずつ就園されています。区域外の方もぜひ一度、
保育見学にお越し下さい。お待ちしています。

だいすき！ かんじるよ！ わかった！ できたよ！

園児みんなで15人仲良し

　春は黄色いたんぽぽの花が野道に一面に咲きます。夏になるとザリガニやドジョウや蛙がたくさん出てきます。秋に
は山の木々が色づきどんぐりや栗を拾う事が出来ます。冬には田んぼや小学校の校庭に張った氷を滑って遊んでいます。
近くの山や丘に登ったり、溝で生き物つかみをしたり自然の中で思う存分遊ぶことが出来るのが南比都佐幼稚園の一番
自慢できるところです。
　また、園児数が少ないので巧技台や遊具がたくさん使えるのも楽しいです。小学校の運動場と園舎が続いているので
いつもお兄さんやお姉さんと一緒に遊んでもらっています。楽しい楽しい幼稚園です。

　地域の方の山や田んぼに入れていただき、思う存分遊ばせ
てもらっています。休み時間には小学校の人が遊びに来てくれ
ます。優しく遊んでくれています。

～豊かな自然と少人数を生かして～ ～地域の温かさに支えられて～
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学校給食

▲地元農家との給食会

▲小学生の収穫体験
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